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Tokyo Metropolitan University Power Electronics Lab

担当授業

システムデザイン学部 電⼦情報システム⼯学科

学部 3年⽣前期 （40名） 基礎制御理論
内容︓フィードバック制御と呼ばれる様々な機器を安全に動作させる⼿法

学部 3年⽣後期 （40名） 電気エネルギー機器構成論
内容︓モータが回る原理・・・・電気エネルギーを動⼒として使うための原理

2019年度・・・⿊板に板書(97%) + YouTube動画(3%)

2020年度・・・ iPad + ペーパライク保護シート + ⼿書きアプリ
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作図法の修得 （ボード線図）

軸を描く

⾚線を描く

⻘線を描く ⾚線と⻘線の和から緑線を描く
（完成）
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現在までの取り組み

1. 宿題はkibacoを利⽤して，配布・提出
2. 授業動画は前期1回⽬の授業からkibacoにアップロード

 復習（宿題対応）で閲覧（学⽣）

3. 宿題・演習・定期試験解答は授業とは別動画としてアップロード
 授業中のストーリが組みやすくなる（教員）

4. 11⽉末から授業動画はYouTubeの限定公開に移⾏
 ファイル容量の制限が少ない（教員）
 再⽣回数を知ることができる（教員）
 スマホで気楽に⾒ることができる（学⽣）
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kibaco画⾯
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YouTube画⾯

宿題提出締め切りの前⽇



7

Tokyo Metropolitan University Power Electronics Lab

定期試験
昨年度・・・A4 2枚相当の問題を紙で

配布

今年度・・・Zoom + kibaco+
Google フォームのテスト機能

 テスト時間中は学⽣のカメラとマイクはON
 テストの質問はチャットで受け付け
 全員に対する注意事項は画⾯共有で提⽰
 ⼿書きの途中過程ノートはkibaco経由で提

出
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オンライン授業の実施経験からの考察と提⾔
1. 教員⽬線での利点

 授業動画，ノートが電⼦ファイルで残っているため，過去の授業内容の確認
 宿題や演習の回答を別動画とすることで，授業のストーリが組みやすくなる
 ⿊板を消す時間の節約

2. 学⽣視点での利点（想像）
 図の描画過程や式の導出過程を⽰すことは理解の⼿助け
 ⽋席・遅刻をしても授業を聴講できる

3. オンデマンドを併⽤した新しい教育環境構築
 オンデマンド（動画配信）＋対⾯（オンライン）を併⽤して基礎・応⽤・演習・最

新技術動向を組み合わせる
 学部・⼤学院・学年の垣根を超えて⾃由に学ぶ環境の構築
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電気エネルギー機器構成論（3年後期）
1.  電気機器の概要
2.  最新のモータ技術とその応⽤
3.  三相交流回路
4.  回転磁界と交流電動機
5.  電気機器の諸特性
6.  磁気回路
7.  中間試験
8.  変圧器の等価回路
9.  変圧器の役割
10.誘導機の回転原理
11.誘導機の解析法
12.同期機の原理
13.直流機の回転原理と等価回路
14.電気機器解析法
15.期末試験

動機付け・未来技術動向

電気回路（2年⽣）

電磁気（2年⽣）

パワーエレクトロニクス（3年⽣）

電気回路（2年⽣）

当講義オリジナル
技術の進歩はあるが，原理は100年以上
前と同じ

総括

最
新
技
術
動
向
と
試
験

の
質
向
上
に
集
中
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まとめ

オンライン授業の実施は今年が初めてなので改良の余地はまだまだあり

利点・⽋点を整理・共有しながら教員・学⽣の双⽅がオンライン授業に対
するスキルアップ必要

オンライン授業の活⽤は未来の教育システムの構築としては必須

オンライン授業動画をまとめて学内オンデマンド教育システムが構築でき
れば，予習・復習が容易になり学習の質向上に⼤きく寄与


